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毛
利
隆
元
の
突
然
の
死
か
ら
４
５
０
年
。今
回
は
満
を
持
し
て
彼
の
死
に
関
わ
る
と

い
わ
れ
る
こ
の
城
跡
を
紹
介
！
隆
元
の
死
は
当
時
の
史
料
に
は
殆
ど
記
載
が
な
く
、一

般
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
の
多
く
が
実
は
江
戸
時
代
の
記
録
で
す
。ゆ
え
に
病
気
、食

中
毒
、さ
ら
に
は
毒
殺
説
ま
で
あ
り
謎
は
尽
き
ま
せ
ん…

。

　
　

安
芸
高
田
市
歴
史
民
俗
博
物
館

      　
　
　
　

学
芸
員　

秋
本
哲
治

シ
リ
ー
ズ「
お
城
拝
見
！
」 

第
四
十
一
回

編
集
後
記

 

毛
利
隆
元
没
後
４
５
０
年
記
念
事
業

と
し
て
、
安
芸
高
田
市
歴
史
民
俗
博
物

館
で
の
特
別
展
や
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

ゆ
か
り
の
地
探
訪
ツ
ア
ー
が
開
催
さ
れ

ま
す
。　
　

　

平
成
９
年
に
放
送
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

大
河
ド
ラ
マ
毛
利
元
就
で
は
、
上
川
隆

也
さ
ん
が
隆
元
役
を
熱
演
さ
れ
ま
し

た
。

　

地
元
に
も
大
き
な
宝
が
あ
る
の
に
、

隆
元
の
色
々
な
こ
と
に
つ
い
て
知
ら
な

い
こ
と
が
多
い
と
い
う
こ
と
を
痛
感
し

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

（
浮
田
）

　

今
月
の
特
集
は
、
田
村
さ
ん
が
担
当

し
ま
し
た
。
隣
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
後

輩
の
姿
を
見
な
が
ら
、
3
年
半
前
に
初

め
て
特
集
を
任
さ
れ
た
時
の
記
憶
が
よ

み
が
え
っ
て
き
ま
し
た
（
平
成
22
年
8

月
号
で
図
書
館
の
特
集
を
組
ん
だ
の

が
、
僕
の
デ
ビ
ュ
ー
戦
で
す
）。

　

当
時
は
、
な
に
も
分
か
ら
な
く
て
、

記
事
を
作
り
な
が
ら
不
安
ば
か
り
が
募

っ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ひ
ょ
っ

と
す
る
と
、
今
月
の
田
村
さ
ん
も
同
じ

だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
期
間
内
に

仕
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
の
中
で
、
新
入
職
員
が
懸

命
に
ま
と
め
た
特
集
を
ぜ
ひ
ご
一
読
く

だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　

（
稲
田
）

　

今
回
の
取
材
で
は
、
地
元
の
歴
史
を

発
信
し
続
け
る
博
物
館
の
大
切
さ
や
、

歴
史
の
奥
深
さ
な
ど
、
多
く
の
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。
偉
大
な
先
輩
に
少
し
で

も
近
づ
け
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張

り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

（
田
村
）

立
地
：
生
田
川
と
用
地
川
の
合
流
地
点
に
突
き
出
た
細
長

い
尾
根
上
に
あ
り
ま
す
。麓
の
集
落
に
接
し
、比
較

的
低
い
山
で
す
が
斜
面
は
急
で
す
。１
㎞
南
に
は

牛
首
城
、1.5
㎞
西
に
は
面
山
城
が
あ
り（
い
ず
れ
も

佐
々
部
氏
の
城
と
い
う
）、ま
た
隆
元
逝
去
の
地
か

ら
は
約
４
㎞
で
、難
な
く
行
き
来
で
き
る
距
離
で

す
。

歴
史
：
江
戸
中
期
の
記
録
で
は
城
主
は
不
明
で
す
。地
元

で
は
別
名「
尼
子
城
」と
呼
ば
れ
、尼
子
方
の
こ
の

城
と
毛
利
方
の
牛
首
城
と
で
戦
闘
が
あ
っ
た
と
い

う
伝
説
が
あ
り
ま
す
。一
方
、１
５
６
３
年
８
月
３

日
、吉
舎
を
本
拠
と
す
る
和
智
誠
春
が
こ
の
城
で

佐
々
部
に
滞
在
中
の
隆
元
を
招
い
て
供
応
し
、隆

元
は
宿
舎
に
戻
っ
た
直
後
体
調
を
崩
し
て
翌
朝
頓

死
し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。少
な
く
と
も
16

世
紀
初
頭
に
こ
の
一
帯
を
支
配
し
た
高
橋
氏
を
毛

利
・
和
智
勢
が
滅
ぼ
し
た
後
、和
智
の
領
地
が
船

木
に
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。因
み
に
隆
元

の
妻
と
誠
春
の
子
の
妻
は
姉
妹
で
し
た
。

城
跡
：
全
長
４
０
０
ｍ
、堀
切
に
よ
り
Ⅰ
〜
Ⅴ
の
５
区
に

分
け
る
こ
と
が
で
き
、全
体
は
南
東
を
向
い
て
い

ま
す
。Ⅰ
〜
Ⅲ
は
Ａ
や
Ｂ
な
ど
大
き
な
郭
が
あ
り
、

複
雑
な
構
造
で
あ
る
こ
と
か
ら
、築
城
当
初
の
Ⅴ

か
ら
後
に
背
後
の
山
全
体
を
城
郭
化
し
た
可
能
性

も
考
え
ら
れ
ま
す
。軍
事
性
の
高
い
縄
張
り
は
市

内
の
城
跡
の
中
で
も
屈
指
で
、特
に
巨
大
な
堀
切

と
竪
堀
が
数
多
く
残
り
ま
す
。山
城
の
醍
醐
味
を

味
わ
う
に
は
最
適
な
城
跡
で
す
！

じ
ょ
う

《
八
千
代
町
佐
々
井
》

安
芸
高
田
歴
史
紀
行

仁
後
城

に

ご

じ
ょ
う

《
高
宮
町
船
木
》

【 

登
城
ガ
イ
ド 

】

標
高
／
２
８
５
ｍ

比
高
／
８
５
ｍ

史
跡
指
定
／
市
指
定
史
跡
　
城
主
／
不
明

所
要
時
間
／
南
西
集
落
か
ら
15
分

ま
さ
は
る

仁後城遠望（南側より撮影） Ｃの背後の土塁と堀切（南側より撮影）

仁後城略測図（作図　秋本哲治）

周辺位置図

C
土
塁 堀

切

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅰ
Ⅲ Ⅳ ⅤⅡ
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総務費
33.2％

民生費
21.8％

公債費
13.9％

土木費
5.5％

教育費
6.8％

農林水産業費
7.1％

普通建設事業費
27.1％

人件費
16.5％

公債費
13.9％

繰出金
11.9％

物件費
11.7％

維持補修費　　　0.5％

積立金　　　　　2.7％

災害復旧事業費　0.3％

投資及び出資金・貸付金　0.0％

商工費　　　0.8％

消防費　　　3.1％

災害復旧費　0.3％

その他　　　0.9％

扶助費
9.0％

補助費等
6.4％

衛生費
6.6％

歳出（性質別区分）　254億1,739万円 （＋37億9,154万円） 歳出（目的別区分）　254億1,739万円 （＋37億9,154万円）

普通建設事業費 68億7,478万円
 （＋40億6,652万円）
道路、橋、河川、消防施設、学校、公民館、公営住宅などの新設、増設、
改良事業や不動産取得等の投資的な事業費。
人　件　費 41億9,012万円
 （－1億9,408万円）
職員や議員、各種委員に支払われる給料や社会保険料、報酬など。
公　債　費 35億4,169万円
 （－1億2,518万円）
市が借りたお金（借金）の返済経費。
繰　出　金 30億3,169万円
 （＋9,679万円）
特別会計の事業や事務の補助のため、一般会計から特別会計に支出した経費。
物　件　費 29億8,050万円
 （＋657万円）
旅費、消耗品、食糧費、通信運搬費、手数料、備品購入費、使用料、
委託料などの経費。
扶　助　費 22億9,708万円
 （－3,589万円）
市が法令や条例によって、お金や物品を被扶助者に提供する経費。
補 助 費 等 16億1,434万円
 （－6,449万円）
報奨金、謝礼金、負担金、補助金など。
積　立　金 6億8,680万円
 （＋4億3,326万円）
基金などに積み立てる経費。
維持補修費 1億1,462万円
 （－8,468万円）
市が管理する公共施設（道路など）の維持をするための経費。
災害復旧事業費 8,284万円
 （－1億8,291万円）
風雨、地震など災害を受けた施設を復旧するための事業費。
投資及び出資金・貸付金 288万円
 （－1億2,438万円）
財団法人などに対する出捐金や公営企業の資本を整備するための出
資的な繰出金など。

総　務　費 84億2,566万円
 （＋46億322万円）
企画、財政、電算処理、税の賦課・戸籍、選挙など一般的な行政事
務の経費。
民　生　費 55億4,068万円
 （－1億8,166万円）
社会福祉、身体障害者、高齢者、児童福祉など福祉の全般的な経費。
公　債　費 35億4,169万円
 （－1億2,518万円）
市が借りたお金（借金）の返済経費。
農林水産業費 18億1,512万円
 （＋5,603万円）
農業、林業、水産業の振興のための経費。
教　育　費 17億2,729万円
 （－1億7,659万円）
幼稚園、小中学校など教育に関係する経費と生涯学習や公民館、運
動公園、博物館などの経費。
衛　生　費 16億7,154万円
 （＋3,024万円）
保健事業に関係する経費、環境対策に関する経費。
土　木　費 13億8,379万円
 （－1億3,311万円）
道路や河川、公営住宅の建設,整備、維持のための経費。
消　防　費 7億9,118万円
 （－5,570万円）
消防や火災予防に関係する経費。
商　工　費 1億9,700万円
 （－1,534万円）
観光や商工業の振興に関係する経費。
災害復旧費 8,284万円
 （－1億8,291万円）
風雨、地震など災害を受けた施設を復旧するための事業費。
そ　の　他 2億4,056万円
 （－2,750万円）
議会費、労働費。

目的別
区分

性質別
区分

9

市税
12.9％

　　　繰入金　0.6％

　　使用料　1.5％

繰越金　1.8％

地方交付税
39.7％

県支出金
6.4％

国庫支出金
9.2％

地方譲与税　　0.8％　　その他　0.5％

地方消費税交付金　1.1％

自主財源
19.4％

依存財源
80.6％

市債
22.9％

　　　その他　2.6％

平
成
24
年
度

決
算
報
告

　

平
成
24
年
度
の
決
算
が
9
月
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

普
通
会
計
の
決
算
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
普
通
会
計
に
は
、

一
般
会
計
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ト
整
備
事
業
特
別
会
計
、

飲
料
水
供
給
事
業
特
別
会
計
が
含
ま
れ
ま
す
。

　歳入は262億8,806万円で前年より38億4,215万
円（対前年度比17.1%）増加しました。主な要
因としては、光ネットワーク整備事業、学校耐
震化推進事業の実施に伴い、国庫支出金が3億
3,567万円増加、市債が36億630万円増加したこ
とによるものです。

歳入

　歳出は254億1,739万円で前年度より37億9,154
万円（対前年度比17.5%）増加しました。主な
要因としては、光ネットワーク整備事業、葬斎
場施設整備事業、土師ダム周辺整備事業等の大
型建設事業の実施により普通建設事業が40億
6,652万円増加したことによるものです。

歳出

歳入総額　262億8,806万円 （＋38億4,215万円）

地方交付税 104億2,752万円
 （－5,478万円）
どのまちでも一定の行政サービスを行えるように市町村間の財政力
の差をなくすために国から交付されるお金。所得税、酒税、法人税、
消費税、たばこ税の５税が原資。
市　　　債 60億2,200万円
 （＋36億630万円）
公共施設などを整備するために必要なお金を国などから調達する借金。
市　　　税 33億7,869万円
 （＋2,535万円）
市民税、固定資産税、軽自動車税、たばこ税など市が課税徴収する税金。
国庫支出金 24億2,376万円
 （＋3億3,568万円）
市が行なう仕事に対して必要性に応じて国から支給されるお金。
県 支 出 金 16億7,430万円
 （－3,275万円）
市が行なう仕事に対して必要性に応じて県から支給されるお金。
繰　越　金 4億7,005万円
 （－6,260万円）
前年度の決算で生じた余剰金を、次年度の歳入に編入するときの収入。
使　用　料 4億307万円
 （＋28万円）
市が管理している施設を利用する際に市に納付されたお金。
地方消費税交付金 2億9,391万円
 （－348万円）
消費税の5分の1が県と市町村に交付される。交付額は、人口と従
業者数を基準に配分。
地方譲与税 2億1,414万円
 （－1,481万円）
国税として集められた後、市に譲与される税。地方道路譲与税や自
動車重量譲与税など。
繰　入　金 1億6,689万円
 （＋8,744万円）
資金運用の方法として特別会計、企業会計、基金から、受け入れる
ときの収入。
そ　の　他 8億1,370万円
 （－4,447万円）
諸収入、分担金及び負担金、自動車取得税など。

※万円未満の数値を切り捨てているため、合計と少し違いがあります。
※（　）内は前年と比較しての増減額です。
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農業集落排水事業特別会計

介護保険特別会計

歳入　3億9,763万円
歳出　3億8,078万円

歳入　41億2,228万円
歳出　40億8,235万円

市内12地区に整備している
農業集落排水施設の管理事業
です。加入促進を図りながら
施設の適正管理に務めてきま
した。

老後の安心をみんなで支え
る介護保険を運営する会計で
す。介護が必要だと認められ
た要介護認定者は平成24年
度末現在で2,681人でした。

特定環境保全公共下水道事業特別会計

簡易水道事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

歳入　4億582万円
歳出　4億569万円

歳入　5億5,816万円
歳出　5億5,799万円

歳入　4億 3,722万円
歳出　4億 2,806万円

八千代・甲田・向原処理区を対象に事業を実
施しています。甲田は概ね整備が完了し、
今後は加入促進を図り適正管理に務めて
行きます。八千代は管路整備を継続し、
向原は施設の維持管理に務めてきました。

6町13認可区域の飲料水の
安定供給のための施設の管理
及び八千代給水区、美土里給
水区で施設の整備を行いまし
た。

主に75歳以上の方が加入す
る後期高齢者医療（長寿医療）
保険を運営する会計です。平
成24年度末加入被保健者は、
6,694人でした。

公共下水道事業特別会計

コミュニティ・プラント整備事業特別会計

国民健康保険特別会計

歳入　3億9,808万円
歳出　3億9,416万円

歳入　927万円
歳出　922万円

歳入　47億2,028万円
歳出　40億1,379万円

吉田市街地の都市計画区域の
うち用途地域内を中心に事業
を継続しました。管路整備を
継続します。

甲田処理区の吉田口地区を対
象に大型浄化槽による処理場
の適正管理を行いました。

国民健康保険を運営する会計
です。平成24年度末で加入
世帯が4,697世帯、加入被
保険者は7,511人でした。

介護サービス特別会計

浄化槽整備事業特別会計

歳入　4,882万円
歳出　4,771万円

歳入　2億8,432万円
歳出　2億8,423万円

介護保険認定者のうち、要
支援１・２の高齢者の介護予
防サービスを運営する会計で
す。669人分の介護予防サー
ビス計画を策定しました。

各家庭で早期な整備が見込める市
設置型の事業です。市が工事発注
し、その後も管理をしていく事業
で平成24年度は111基を新設し
ました。管理総数は2,546基です。

飲料水供給事業特別会計
歳入　1,362万円
歳出　1,353万円

高宮町下福田・すだれ地域の
飲料水の安定供給、施設の管
理を行いました。

平
成
24
年
度
決
算

特
別
会
計
の

決
算
状
況

※
万
円
未
満
の
数
値
は
切
り
捨
て
て
い
ま
す
。

 

企
業
会
計

　

企
業
会
計
と
は
、
地
方
公
営
企
業
法
の

全
部
ま
た
は
一
部
の
適
用
を
受
け
る
公
営

企
業
の
会
計
を
い
い
ま
す
。
損
益
計
算
書

と
貸
借
対
照
表
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
安
芸
高
田
市
で
は
吉
田
町
、
甲
田
町

の
区
域
（
一
部
）
で
地
方
公
営
企
業
法
に

基
づ
き
水
道
事
業
を
経
営
し
て
い
ま
す
。

 

水
道
事
業

　

水
道
事
業
は
、
安
全
で
お
い
し
い
水

を
安
定
し
て
供
給
す
る
と
共
に
、
経
営

基
盤
整
備
強
化
の
た
め
効
率
的
経
営
に

努
め
ま
し
た
。

貸借対照表
固定資産合計 35億2,547万円
流動資産合計 2億9,642万円
資産合計 38億2,189万円
負 債 合 計 2,745万円
資 本 合 計 37億9,444万円
負債資本合計 38億2,189万円

損益計算書
収 益 2億4,363万円
費 用 2億3,181万円
特 別 利 益 0円
特 別 損 失 8万円
当年度純利益 1,173万円

平成24年度給食全体の経費
　給食に要する経費のうち、食材費
は保護者の負担（給食会計）ですが、
人件費や光熱水費などの費用は、市
の負担（一般会計）です。給食全体の
経費は次のようになっています。

保護者負担の食材費
1億3,848万7,366円

市負担の人件費等
1億9,582万2,495円

(食材費+人件費等)
÷年間食数 60万168食

1食当たり給食コスト
557円03銭

＋

↓
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「
人　

輝
く
・
安
芸
高
田
」の
実
現
の
た
め
、

平
成
24
年
度
に
取
り
組
ん
だ
事
業
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

●
快
適
で
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　

・
公
共
交
通
・
生
活
路
線
確
保
対
策
事
業

　

・
葬
斎
場
施
設
整
備
事
業

　

・
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業

　

・
消
防
団
・
防
災
施
設
整
備
事
業

　

・
安
芸
高
田
市
に
住
め
ー
る
補
助
金
事
業

●
心
豊
か
に
創
造
性
に
富
ん
だ
ま
ち
づ
く
り

　

・
学
校
耐
震
化
推
進
事
業

　

・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

●
人
と
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

　

・
環
境
保
全
対
策
の
推
進
事
業

　

・
多
文
化
共
生
社
会
の
創
造
事
業

　

・
24
時
間
保
育
の
充
実
事
業

　

・
市
民
総
ヘ
ル
パ
ー
構
想
の
推
進
事
業

　

・
地
域
医
療
体
制
の
充
実
事
業

●
多
彩
な
生
産
と
交
流
の
ま
ち
づ
く
り

　

・
土
師
ダ
ム
周
辺
整
備
事
業

　

・
未
来
創
造
事
業

　

・
有
害
鳥
獣
対
策
事
業

　

・
野
菜
等
の
産
地
化
・
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推

進
事
業

　

・
結
婚
サ
ポ
ー
ト
事
業

平
成
24
年
度
の

 
主
な
事
業

 
(

抜
粋)

光ネットワーク整備事業 ………31億9,425万円
　安芸高田市内全域の住宅を光ファイバーで結び、お太
助フォンを設置する「光ネットワーク整備事業」に着手
し、市内６町へ光ファイバーの幹線・支線設置及び申込
のあった吉田町、八千代町、美土里町、高宮町の各世帯
へお太助フォンの設置を行いました。

未来創造事業 …………………………5,735万円
　歴史と伝統文化を伝えていくことのできる活力ある地域創
りを目指す「安芸高田市未来創造計画」に基づき、観光客数、
観光消費額の増加を目指し、第２回高校生の神楽甲子園ひろ
しま安芸高田、ひろしま安芸高田神楽第２回東京公演、神楽
門前湯治村での神楽定期公演などを実施しました。

土師ダム周辺整備事業 …………3億7,086万円
　土師ダム周辺整備基本構想に基づきサイクリングター
ミナルの建築工事、グラウンドゴルフ場植生工事、のど
ごえ公園遊具整備工事等を行いました。

葬斎場施設整備事業 ……………12億8,220万円
　周辺環境に調和し、環境保全上の対策を施した火葬機
能、待合機能、葬儀機能を備えた安芸高田市葬斎場「あ
じさい聖苑」を整備しました。
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担当部署名 事務事業名 事業概要 目　標 上半期進捗状況

産
業
振
興
部

地
域
営
農
課

農地利用
対策事業

　地域における農業の担い手を確保し、担い
手への農地集積により「人と農地の問題」を
解決するため、地域での話し合いと「人・農
地プラン」の作成を推進します。

①　集落等での説明会により担い手の特定と
地域内での合意形成を促進します。
②　平成26年3月末日までに新たに20地区
の「人・農地プラン」の作成を行います。

①集落等での合意形成のため、16地区にお
いて説明会を開催しました。
②9月19日に「人・農地プラン検討会」を
開催し、新たに17プランの認定を行いま
した。これにより、合計39プランとなり
ました。

地産地消
推進事業

　地産地消行動計画実施計画に基づき、学校
給食の担当者やJA等関係機関との連携によ
り、給食センターの地場産品使用率並びに地
産地消率の向上を目指します。

①　市、給食センター、JAの担当者による
定例的な会議を開催し、情報共有と地場産
率向上のための方策について検討を行いま
す。
②　給食センターの地場産野菜の使用率につ
いて、年間30％（重量ベース）を目指し
ます。

①市、給食センター、JA担当者による定例
会を開催し、地場産率向上のため栽培状況、
供給予定、新たな品目の検討を行いました。

②給食センターの地場産野菜の使用率が8月
末現在39.7％（重量ベース）となってい
ます。（昨年同期は31.1%）

建
設
部

住
宅
政
策
課

(

市
民
生
活
課)

住宅対策
の 充 実
（ 婚 活・
若者・定
住促進支
援事業）

①　子育て・婚活世代への支援として、向ヶ
丘・上甲立・えのきの子育て・婚活定住促
進団地の分譲を行います。
②　空家バンクの制度を広報誌等で制度内容
を再周知することや、不動産関係業者等と
連携することにより、登録物件の充実と活
用推進を図るとともに、管理の効率化を図
ります。
③　結婚の支援並びに結婚を希望する男女の
出会いの機会の創出のため、魅力アップセ
ミナーと交流イベントを開催します。

①　８区画の分譲を行います。
②　空家バンク新規登録物件５件以上を目指
します。
③　結婚成立カップル３組以上を目指します。

①子育て・婚活定住促進団地として、３団地
の分譲を行い、６区画の分譲契約を行いま
した。（達成率：75％）
②空家バンク新規登録物件として、３件の登
録を行いました。（達成率：60％）
③2組結婚成立しました。

建　

設　

課

幹線道路
の 整 備
（合併支
援緊急道
路 の 整
備促進）

【東広島高田道路】
・用地補償
　吉田側全体　用地１筆　建物１戸
　正力側全体　用地２筆　
・工事
　吉田側　橋梁下部工事、側道工事
　正力側　側道工事

　地域高規格道路東広島高田道路の早期の完
成を目指し、広島県と連携を密にして着実に
事業を推進します。

・用地補償
  吉田側　用地1筆、補償1戸については継

続して交渉を行っています。
　正力側　用地2筆の契約を締結しました。
・工　事
　吉田側　橋梁下部（橋脚2基）の工事請負

契約を締結しました。
　　　　　側道工事の入札公告を行っていま

す。
　正力側　側道工事の入札公告を行っていま

す。

幹線道路
の 整 備
（国道沿
線 活 性
化事業）

　可部バイパス、尾道松江線の開通を見通し
て、国道54号沿線の魅力を高めるため、国
土交通省と連携し、休憩機能、情報発信機能、
地域連携機能の基本機能に加え、サービスの
充実、防災拠点機能等多機能を備えた「道の
駅」の整備を図ります。

　地域振興施設の基本設計、施設運営計画を
策定するとともに、用地調査を行います。

　「道の駅」あきたかた（仮称）の測量・基
本設計業務の入札準備を進めています。

上
下
水
道
課

水 洗 化
の 向 上
（下水道
整 備 ）

　下水道等排水設備設置普及促進補助金交付
制度の活用と併せて、下水道等の加入促進を
図り、生活環境を改善します。

　市全体の下水道の普及を図り、水洗化率6
３. ３％以上を目指します。

　平成25年度9月末現在の下水道等の加入
件数、公共26件(27件)・特環16件(30件)・
農集5件(6件)・浄化槽35件(100件)の合計
82件(163件)。　※(　)は申請件数

未給水区
域 解 消
（水道の
整 備 ）

【美土里町横田地区】
　美土里町本郷簡易水道事業に隣接する横田
地区の水道未普及地域の解消のため、区域拡
張事業を推進します。
【甲田町山田地区】
　山田地区の水道未給水区の解消のため、配
水施設を整備します。

【美土里町横田地区】
　施設の詳細設計を行い工事を推進します。
【甲田町山田地区】
　ポンプ施設１ヶ所の整備と配水管の布設工
事を推進します。

【美土里町横田地区】
　施設の詳細設計を行い、配水管工事の一部
を発注しました。
【甲田町山田地区】
　配水管工事の入札準備を進めています。
（10月発注予定）

教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
総
務
課

学 校 規 模
適正化事業

　引き続き丁寧な説明を行い、保護者・地域
の理解を得た小学校統合区から、準備委員会
を設置し、具体的な協議を始めます。

　遠距離児童対策・放課後児童対策など具体
的な統合基本原案を提示し、平成25年10月
末までに、４小学校統合区のうち２統合区に
おいて準備委員会を設置し具体的な協議には
いります。

　準備委員会の設置に向けて、統合区ごとの
小学校保護者を対象にした合同説明会を開催
し設立の呼びかけを行いました。合わせて、
保育所保護者を対象にして、これまでの経過
報告と準備委員会設立についての説明会を開
催しています。

学校耐震化
推 進 事 業

　可愛小学校屋体、小田小学校屋体、小田東
小学校屋体の耐震補強工事を行います。

　平成25年度末で、小中学校施設の耐震化
率を95％にします。小学校の規模適正化計
画において、廃止となる小学校校舎を除き、
全ての棟の耐震化を完了します。

　可愛小学校屋体、小田小学校屋体、小田東
小学校屋体の耐震補強工事は、工期内に終了
し完成しました。

生
涯
学
習
課

甲立古墳
調査事業

　市史跡の甲立古墳は、県内４世紀後半の前
方後円墳では最大級を誇っており、現在、数
年にわたり調査を行い、国指定に向けて準備
を進めています。

　甲立古墳の国史跡指定申請に伴う確認調査
を完了させます。併せて出土遺物（埴輪等）
の保全を図るため取り上げを行い・復元・公
開を行います。

　本年度の確認調査について、調査指導委員
会の指導を得ながら6月から実施、約80％
の現場調査作業を完了しました。
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担当部署名 事務事業名 事業概要 目　標 上半期進捗状況

企
画
振
興
部

政
策
企
画
課

生涯学習
センター
整備事業

　向原町の生涯学習・文化活動の拠点を確保
するため、現存の若者センターを改修すると
ともに、ホール等の機能を有する施設を新築
します。

　平成25年９月末までに完了させます。 　「安芸高田市向原生涯学習センターみらい」
が、工期内（９月末まで）に完成しました。

未 来 創
造 事 業
（PR事業・
特 産 品 強
化 事 業 ）

　地域資源である「毛利元就の歴史遺産」と
「神楽」を活用した観光振興、地域振興に取
り組むことで、交流人口や観光消費額の増加
及び定住人口減少の抑制を図ります。

①　PR事業
　本市が、神楽のメッカであることを内外に
PRしていくため、高校生の神楽甲子園ひろ
しま安芸高田を７月に、また大都市公演や神
楽シンポジウムを平成２６年３月末までに企
画実施します。
②　特産品強化事業
　観光消費額の増加をめざし神楽をテーマに
したお土産やグルメを平成26年3月末まで
に開発するとともに、｢神楽がまちを元気に
し、まちと観光客が神楽を元気にする｣ 循環
型の取組み体制を構築します。

①　PR事業
　6月に大阪駅、東京国立博物館で神楽公演
を、7月には全国から14校の参加を得て「高
校生の神楽甲子園」をそれぞれ開催しました。
また来年1月に、東京公演を計画。神楽シン
ポジウムについては、広域的観点に立ち実施
する方向で検討中です。
②　特産品強化事業
　神楽をテーマにしたグルメとして「神楽
焼」、「神楽五色麺」の開発・普及に取組みま
した。現在、参画事業者の拡大を目指し、取
扱店等を募集中です。

情
報
政
策
課

地域情報化
推 進 事 業
（光ネット
ワ ー ク 整
備・JA有
線放送設備
撤去・固定
系防災行政
無線設備等
撤 去 事 業

　光通信を利用したブロードバンド環境の充
実とともに、市民のみなさまの安心・便利な
暮らしをサポートすることを目的として、各
世帯にお知らせ端末を配備します。
①　甲田町・向原町地域の光ネットワーク引
込線,宅内配線工事,お太助フォン設置を行
います。

②　JAから有線放送設備の無償譲渡を受け、
市において撤去します。

③　固定系防災行政無線設備及び無線アクセ
ス設備を撤去します。

①　平成25年９月末までに工事を完了し、
市全体としてお太助フォン加入率83％以
上、インターネット加入率27％以上を目
指します

②　平成27年３月までに撤去します。
③　平成26年３月までに撤去します。

①甲田町・向原町地域の光ネットワーク引込
線,宅内配線工事,お太助フォンの設置を行
い、10月1日から市内全域で供用開始。

　お太助フォン加入率　82.5％
　（申込世帯9,707件、事業所,集会所施設
等893件）
　インターネット申込3,400件　約27％
②JA有線放送設備撤去設計監理業者入札実
施

③無線アクセス設備
　　吉田地区の個別受信機撤去開始
　固定系防災行政無線設備
　　戸宅受信機管理台帳の整理

市
民
部

市
民
生
活
課

環 境 基 本 計
画 実 施 事 業
（新エネルギー・
省エネルギーの
普及啓発事業）

①　再生可能エネルギー利用促進の観点か
ら、太陽光発電機器の設置を促進します。

②　新エネルギーとして、市内に存する再生
可能エネルギーの継続調査を実施します。

①　太陽光発電機器の設置数を個人住宅
100世帯、事業所10個所を目指します。

②　エネルギービジョンの策定を通して市独
自の活用に向け検討・検証を行います。

①太陽光発電システム設置数
　住宅用　46件　事業所0件
②太陽光・バイオマス・小水力について策定
委員会開催、先進地視察を実施し検討中で
す。

ごみ減量化
対 策
（資源ごみ
補助事業）

①　芸北きれいセンターに持ち込まれるゴミ
処理量を前年度より削減するため、地域の
資源ごみ（古紙・アルミ缶・スチール缶・
ペットボトル・廃食油）の地域団体による
回収を促進します。

②　ごみの減量を図るため、生ごみ処理機を
普及し、事業所系一般廃棄物の排出削減の
ための啓発と資源化を図ります。

③　きれいセンターや北広島町との連携を強
化します。

④　ごみの資源化を促進するためモデル地区
を定め、分別項目の増加を目指します。

①地域団体による回収量820ｔを目指しま
す。

②生ごみ処理機50台の普及を目指します。

①資源ゴミ回収量
　226.6t　　進捗率27.6%
　（平成25年9月9日現在）
　古紙202.4t、アルミ缶11.7t、
　スチール缶6.5t、ペットボトル6t、
　廃食油480ℓ
　資源回収団体数150団体（6団体増）
②生ゴミ処理機普及事業
　20台　　進捗率40.0%

福
祉
保
健
部

子
育
て
支
援
課

２４時間
保 育 の
の 充 実

①　平成23年3月に策定した『安芸高田市
保育所規模適正化推進計画』に基づき、公
立保育所の適正配置並びに民間活力の活用
による指定管理者制度の導入等について、
検討を行います。

②　ファミリーサポート事業の協力者を増や
し、24時間保育を支援します。

①　課題などの抽出を行い、基本方針を決定
し、必要な手続き等整備を図ります。

②　制度の周知と、会員登録の積極的な依頼、
勧誘を行い、提供会員15％アップを目指
し、サービスの充実を図ります。

① 吉田保育所の指定管理者制度導入方針と、
美土里町の保育所統合方針を決定し、保護
者会への説明会を開催しました。

② ６月の、「健康フェスタ2013」に参画し、
広報・勧誘活動を実施しました。

　８月に交流会を開催して、会員相互の信頼
と親睦を深めました。

保
健
医
療
課

高
齢
者
福
祉
課

市 民 総
ヘルパー
推進事業

　地域の共助を原動力として、市民に広く介
護技術、介護知識の普及を図り、地域全体で
の介護力の向上を図ります。

①　生活習慣病患者を対象に、重症化を防止するた
めの個別支援プログラムを実施し、当該患者の自
己管理能力の向上と医療費の適正化を図ります。
②　若年世代からの生活習慣病を予防するため、小・
中学生を対象とした若年性生活習慣病重症化予防
事業計画を平成26年3月末までに策定します。
③　湧永庭園ウォークや健康あきたかた21市民
ウォーキングの開催、並びに『あるきんさい・う
ごきんさい運動』を推進し、市民の運動習慣の定
着と健康づくり意識の高揚を目指します。

（目標）
・湧永庭園ウォーキング　　参加者　1,000名
・市民ウォーキング　　　　参加者　　250名
・あるきんさい・うごきんさい運動　達成者100名
④　生活・介護サポーター養成講座を開催し、本年
度50名の生活・介護サポーターを養成します。

① 346名の対象者に参加勧奨を行い1期72名が４
月より、２期76名が８月から重症化予防個別支
援プログラムに参加頂き事業実施中です。
② 先進地の視察研修終了後、広島大学との協同事
業として若年性生活習慣病重症化予防事業計画書
の作成に向けて協議中です。
③ 湧永庭園ウォークや健康あきたかた21市民
ウォーキングの開催、並びに『あるきんさい・う
ごきんさい運動』を推進し、市民の運動習慣の定
着と健康づくり意識の高揚を目指し実施中です。

（実施状況）
・湧永庭園ウォーキング　参加者６００名
・市民ウォーキング10月19日実施予定　　　　
・あるきんさい・うごきんさい運動　達成者
 150名（毎月）
④ 8月31日に生活・介護サポーター養成講座を
修了しました。修了者数　32名　修了者合計　
443名

本年6月号に掲載しました安芸高田市の「仕事目標」に対する上半期の進捗状況を公表します。

平成25年度　安芸高田市の「仕事目標」
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平成25年度　実施学力　

　安芸高田市では、全国学力・学習状況調査、広島県「基礎・基本」定着状況調査を実施しました。そ
の結果から、基礎的・基本的な力を活用する問題について、小中学校ともに課題があることが分かりました。
　各学校では、今回の調査結果をもとに、誤答分析を行い、指導方法等の改善計画を立て学力向上に向
けた取組を進めています。安芸高田市では、引き続き、学校、学級実態に応じて学習補助員を配置する
など個に応じた指導の充実を図り、「わかる」授業づくりに努めていきます。

広島県「基礎・基本」定着状況調査
国語・算数・理科　６月11日実施

・ 国語、算数、理科のタイプⅠは、通過
率が60％以上であり、基礎的・基本的
な内容は概ね定着していると言えます。
 国語、算数のタイプⅡでは、論理的に
表現すること、数学的な考え方に課題
があります。
 理科は、領域によって定着状況に偏り
が見られ、科学的な思考・表現に課題
があります。

広島県「基礎・基本」定着状況調査
国語・数学・理科・英語　６月11日実施

・ 国語、数学、英語は、通過率が
70％を超えており、基礎的・基本
的な学習内容が概ね定着している
と言えます。
 理科は、観察・実験の結果などを
分析し、解釈することに課題があり
ます。

全国学力・学習状況調査
国語・算数　４月24日実施

・ 国語Ａ、算数Ａは、60％以上であり、
基礎的・基本的な内容は概ね定着
していると言えます。
 国語Ｂでは、必要な内容を適切に
引用して書いたり、理由を書いたり
することに課題があります。算数Ｂ
では、答えを求める方法を記述し
たり、判断の理由を記述したりする
ことに課題があります。

全国学力・学習状況調査　
国語・数学　４月24日実施

・ 全ての教科で、全国・県平均を上回っ
ており、概ね満足できる状況と言えます。

 数学Ｂでは、問題解決の方法を数学
的に説明する問題において、無解答率
が高く、課題であると言えます。

広島県「基礎・基本」定着状況調査では、従来の調査問題（タ
イプⅠ）に加えて、知識・技能等を実生活のさまざまな場面で
「活用する力を問う」問題（タイプⅡ）が新たに加わりました。
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　「今住んでいる地域の行事に参加していますか」という質問項目では、肯定的な回答をした子どもの割合は、小学校
＋11.4％、中学校＋15.1％と県平均
を大きく上回っており、地域の教育
力に支えられていることが分かります。
　安芸高田市では、みつや協育の更
なる展開を図るため、「郷土理解教
育」のより一層の充実を図っていき
ます。安芸高田市全体を郷土ととら
えていける副読本を作成し、その活
用を図ることを通して、ふるさとに対
する自信と誇りをもつ子どもを育てて
いきます。
　子どもたちの健やかな成長のた
め、今後とも、地域、家庭のご協力
をお願いします。

等調査の結果について 安芸高田市教育委員会

　生活調査（全国学力・学習状
況調査）から、家庭での学習時
間が、１時間以上と回答した子
どもの割合が、小・中学校とも
に高くなっており、目標の時間以
上に学習しています。
　また、自分で計画を立てて勉
強していると回答した子どもの
割合も、県平均を大きく上回っ
ており、小中連携をはじめ、各
校での取組の成果が表れていま
す。

　これからは、「自分で計画的に
学習する力」が必要です。平日
の家庭学習の積み重ねと正答率
が大きく関係していることが、全
国学力・学習状況調査の質問紙
調査と学力結果の関係からも明
らかになっています。家庭学習
を始める時間を固定化すること
や、ゲームやテレビの視聴時間
を決めるなど、これまでの生活を
見直し、規則正しい生活習慣を
低学年から身につけることが大
切です。
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第68回国民体育大会
ハンドボール成年男子
玉村　健次、志水　孝行、
木村　雅俊、坂本　伸博、
佐藤　智仁、今井　昭仁、
中浦　成崇、成田　幸平、
仁平　昌利、新　建二、
東江　太輝、樋口　睦、
松村　昌幸
 （湧永製薬　ハンドボール部）
レスリング少年男子　
グレコローマン　74㎏級
末本　隼哉（三次高等学校）
カヌースプリント成年男子
小又　千春（㈱トータテ）

アーチェリー少年男子
狩山　勇輝（吉田高等学校）
第13回全国障害者スポーツ大会
フライングディスク
砂田　清（清風会　吉田工場）
陸上
万代　裕太（清風会　サンブリエ）
津田　慎治
 （安芸高田手をつなぐ連合会）
第29回全日本ゲートボール
選手権大会
ゲートボール
中川　隆士、藤川　孝志、
堰楽　栄、中﨑　好身、河野　栄
 （安芸高田チーム）

第26回全国健康福祉祭こうち大会
ゲートボール交流大会
中川　隆士、藤川　孝志、
堰楽　栄、中﨑　好身、河野　栄、
高橋　芳子（横田チーム）
第30回全日本シニア
バドミントン選手権大会
山本　雄也（清風会）
第7回小学生女子将棋名人戦
隅原　千晶（吉田小学校）

全国大会出場　おめでとうございます

甲田方面隊
住川　渉さん（指揮者）、中本　拓也さん（1番員）、加笠　大輔さん（2番員）、
渡辺　勝彦さん（3番員）、井上　俊一さん（補助員）

　9月7日（土）に広島県消防学校（安佐北区倉掛）で行われた平成25年度広島県
消防ポンプ操法競技大会(競技：小型ポンプ操法)で、日頃の訓練の成果を発揮し、
見事、準優勝を果たされました。おめでとうございます。

平成25年度広島県消防ポンプ操法競技大会　準優勝！！

図画・ポスター　入選 
津賀山　朱花さん（吉田小学校）

　平成25年度広島県歯と口の健康週間に合わせて募
集された図画・ポスターで入選を果たされました。お
めでとうございます。

平成25年度広島県歯と口の
健康週間関連表彰

第68回国民体育大会
アーチェリー競技　
少年男子（広島県選抜チーム）
第2位
狩山　勇輝さん（吉田高等学校）

第68回国民体育大会
レスリング　少年男子　
グレコローマン74㎏級
第3位
末本　隼哉さん（三次高等学校）

全国大会で優秀な成績をおさめられました

民生委員・児童委員

毛利真理子さん（任期：平成25年11月30日まで）

（担当地区：美土里町北上黒滝、下黒滝、塩貝、上叶口、

下叶口、栃木、山根）

民生委員・児童委員に
委嘱されました

6月16日、第3回安芸高田市
消防団消防操法大会で撮影
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市長
　コラム

ワイド版
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安
芸
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田
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女
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命
は
全
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島
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９
８
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こ
う
し
た
中
、
安
芸
高
田
市
の
女
性
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平
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寿
命
が
今
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の
調
査
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全
国
16
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ラ
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全
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一
方
、
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性
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平
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は
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・
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で
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全
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均
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回
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ま
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た
だ
、
平
均
寿
命
が
長
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も
健
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し
か
し
、
安
芸
高
田
市
民
の
健
康
寿
命
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て
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ま
す
と
、
女
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は
広
島
県
内
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健
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安芸高田警察署交通ミニコーナー
●平成25年交通事故発生状況（年間累計）

人身事故

区　分 本年 前年 前年同期比増減数

99件

3人

117人

114件

4人

161人

－15件

－1人

－44人

死 者 数

負傷者数

H25.9末現在
安芸高田警察署管内

減らそう犯罪

○反射材を身につけましょう！
◆日の入りが早くなり、交通量が増える通勤時間帯など暗い時

間が長くなります。

　靴や鞄、衣類など、何か一つでも反射材を身につけましょう。

※安芸高田警察署で反射材シールを配布しています！ (窓口時

間帯のみ)

◆自動車や自転車のドライバーは、早めのライト点灯を！

●11月の交通事故警戒日（過去の交通事故統計に基づく）
　8日（金）・14日（木）・22日（金）
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※事故発生の総数は減少するも、高齢者が関係する
事故が7割以上を占めています。
※追突事故が増加(事故の半数)したほか、単独事故(
県内全体と比較して3.4倍の頻度で発生)、正面衝
突(同2.6倍)が多発しています。

　県内で空き巣が多発しており、安芸高田市内でも発生しています。
　玄関や窓の鍵は必ずかけましょう。

　秋になると、農作物の盗難被害が予想されます。
　倉庫に鍵をかけましょう。

　トラクターなどの農機具も盗難にあわない措置をしてください。

泥棒はいつも狙っています。

盗難にご注意を
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 保健医療課　 42－5633

　お子さんの予防接種は順調に進んでいますか？これか
ら寒くなり、風邪などで体調を崩しやすい時期になりま
す。母子健康手帳で予防接種の状況を確認して、受けて
いない予防接種があれば、早めに接種を受けるようにし
ましょう。

 4種混合と日本脳炎の1期は生後90か月未満まで対象です。

※小児用肺炎球菌について（厚生労働省より）
　平成25年11月から、現在使用の「沈降7価肺炎球菌
結合型ワクチン」から「沈降13価肺炎球菌結合型ワク
チン」へ変更されます。
質　問：新しいワクチンの導入を待って接種してもよい

でしょうか？
こたえ：小児の肺炎球菌感染症は、特に乳幼児期に重症

化することが多く、問題とされる病気です。ワ
クチンの接種を遅らせたり、途中で中断してし
まうと、十分な予防効果を発揮できずに肺炎球
菌感染症を発症してしまう可能性があります。
そのため、原則として11月の導入を待つこと
はお勧めできません。

※定期接種は、定められた期間を外れて接種した場合、
予防接種法に基づかない接種（任意接種）として扱われ、
万一、接種による健康被害が発生した時に、救済対象
とならない可能性があります。それぞれの予防接種に
定められた接種時期や間隔を守るようにしましょう。

ハッピープレママサロン
～妊娠中からの子育てを応援します～

日　時 場　所 内　　　容 担当

11月19日（火）
（10:00～12:00）

中央保健
センター
３階

第２回「輝くママになろう♪」
★妊娠期・授乳期ママの栄養
ミニ講座♪
★妊娠中のデンタルケアと赤
ちゃんのお口の話♪
★妊娠中から始めるエクササ
イズで骨盤ケア♪

栄養士
歯科衛生士
助産師
保健師

【対　象　者】妊婦さん（状態が安定している方）と家族
【持参する物】母子健康手帳・お茶等
【参加と託児】参加には予約が必要です。託児希望がある場合

は、予約時にご相談ください。
※骨盤ケアのエクササイズを毎回行いますので、動きやすい服
装でおいでください。
※３回シリーズですが、いつからでも参加できます。次回は12
月３日（火）≪赤ちゃんのお世話～沐浴・抱き方・おむつ替え
にチャレンジ～と骨盤ケアエクササイズ≫を予定しています。
※予約先：保健医療課　 42-5633

月日 受付時間 主な対象町 会　場 相談内容 お 知 ら せ

11月
１日
（金）

10:00～
11:30 吉 田 町

中央保健
センター

●育児相談
●４か月児
相談
●２歳６か
月児相談

※4か月児相談、2歳6
か月児相談の対象児に
は個人通知します。

対象：4か月児相談は平
成25年7月生まれ。

　2歳6か月児相談は平
成23年5月生まれ。

※内容：身体計測・食生
活・歯・育児全般にお
ける相談

※現在使用している歯ブ
ラシをご持参ください。

13:00～
14:30

吉 田 町
美土里町

11月
８日
（金）

10:00～
11:30 甲 田 町

13:00～
14:30 向 原 町

11月
15日
（金）

10:00～
11:30 八千代町

13:00～
14:30 高 宮 町

対象町で来られない場合、他の対象町でも受けられます、事
前に保健医療課（ 42-5633）までご連絡ください。

予防接種をうけましょう

【乳幼児健康教室】
すくすく教室　～すくすく離乳食～
★お口の発達にあった離乳食をすすめよう！★
　赤ちゃんのお口の機能や発達に合わせた食べ方など分りやすく説明
します。離乳食を作って試食をします。

日　　時 場　所 申込期間 対　　象 持参物

11月22日(金)
中央保健
センター
３階

11月15日

～
11月21日

★生後５か月児～
１歳６か月児と
その家族

お茶・タオル

※きょうだいでの参加の方は、託児もあります。
※参加希望の方は、保健医療課（ 42 ｰ 5633）へお申し込み
ください。

予防接種 標準的な接種年齢と接種回数
接種開始年齢 初　回 追　加

ヒ ブ 生後２～７
か月未満

４～８週間の
間隔で３回

３回目の接種後から７
～13か月の間に1回

生後７～12
か月未満

４～８週間の
間隔で2回

２回目の接種後から７
～13か月の間に１回

１歳～５歳未満 1回
小 児 用
肺炎球菌

生後２～７
か月未満

27日以上の
間隔で３回

１歳を過ぎ３回目の接種
から60日以上あけて１回

生後７～12
か月未満

27日以上の
間隔で２回

２回目の接種から60
日以上あけて１回

１歳～２歳未満 60日以上の
間隔で２回

２歳～５歳未満 １回
Ｂ Ｃ Ｇ 生後５か月～８か月未満で１回（生後12か月未満対象）
４種混合
（不活化ポリオ・
百日咳・ジフ
テリア・破傷風）

1期
初回

生後３か月～12か月未満で３回（そ
れぞれの間は20日～56日あける）

1期
追加

初回３回目を接種後、12か月～18か
月経過するまでに１回

二種混合 2期 満11歳～13歳未満で１回
麻 し ん
風 し ん

1期 生後12か月～24か月未満で１回
2期 満５歳～７歳未満（小学校入学前１年

間：保育所や幼稚園の年長児）で１回
日本脳炎 1期

初回
３歳になってから４歳になるまでの間に
２回（それぞれの間は６日～28日あける）

1期
追加

４歳になってから５歳になるまでの
間に１回（初回２回目から１年おく）

２期 ９歳～13歳未満で１回
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げんきな親子
子育て中のみなさんを応援するコーナー。 
子育てに関係する情報をいろいろ掲載します。

子育て支援センター
【プレイルーム】
　クリスタルアージョ１階にあるプレイ
ルームは、子育て中の親子が集い交流し

あえる場所です。３歳までのお子様向けのオモチャを置い
ていますので保護者の方と一緒にお気軽にご利用下さい。
おしゃべりをして、ホッと一息しませんか。
■場　　所　クリスタルアージョ１階　エレベーター正面
■利用時間　月曜日～金曜日　8：30～17：15

【子育て交流会】

■持ち物　水分補給の飲み物、汗拭きタオル、着替え等
■実際の活動時間は45分程度ですが、人数により時間延
長する場合がありますのでご了承ください。
■託児はありませんが、対象年齢ではないごきょうだいを
連れてこられても大丈夫です。  
■ご利用は無料です。ご予約は必要ありません。
子育て支援センター（ 47‒1283）

【子育て相談】
　子育て支援センターでは、 家庭児童相談員・母子自立支
援員・保健師・子育て支援員が子育てに関する悩みなど相
談に応じています。 お子様と一緒にお気軽においでくだ
さい。 
〈電話での相談も受け付けています。〉
■受付時間　月曜～金曜日　8：30～17：15
子育て支援センター（ 47-1283）

と　　き と こ ろ 内　　容
11月14日（木）
 10:15～10:30 受付
 10:30～11:15 活動

吉田運動公園
エアロビクス室
（吉田町）

親子体操
＊対象年齢
　０歳～１歳

11月28日（木）
 10:15～10:30 受付
 10:30～11:15 活動

吉田運動公園
エアロビクス室
（吉田町）

親子体操
＊対象年齢
　２歳～４歳

月日・受付時間 対　　象 会　場
11月７日(木)
13:00～13:15

３歳児健康診査
・H22年5月生まれ

中央保健
センター

11月14日(木)
13:00～13:15

１歳６か月児健康診査
・H24年4月生まれ

中央保健
センター

11月21日(木)
13:00～13:15

乳児健康診査
・H25年1月生まれ

中央保健
センター

※健診内容は、診察、身体計測、食生活・歯・ことばなど育児
全般における個別相談。
※対象児には個人通知します。
※体調不良やその他の理由で欠席される場合は、事前に保健医
療課（ 42－5633）までご連絡ください。

園庭開放・体験入園日程
　子どもたちは友だちと遊んだり、 お母さんと遊んだりと楽
しい時間が過ごせます。 そのかたわらで、 お母さんたちは
育児の悩みなど情報交換もできます。 
●持参するもの　お茶・タオル・着替え

日　　　時 保育所（園）名 内　　　容
11月５日（火）
10：00～11：30 吉田保育所 園 庭 開 放

11月６日（水）
 9：30～11：00 ふなさ保育園 園 庭 開 放

11月７日（木）
10：30～11：45 ひの川幼稚園 園 庭 開 放

（なかよし広場）
11月８日（金）
10：00～11：30 吉田幼稚園 園 庭 開 放

11月12日（火）
 9：30～11：00 かわね保育園 園 庭 開 放

11月12日（火）
 9：30～11：00 くるはら保育園 園 庭 開 放

11月12日（火）
10：00～11：30 吉田保育所 園 庭 開 放

11月13日（水）
10：00～11：30 甲立保育所 園 庭 開 放

11月14日（木）
 9：30～11：00 ひまわり保育所 園 庭 開 放

11月14日（木）
 9：30～11：30 向原こばと園 園 庭 開 放

11月14日（木）
10：00～11：30 小田東保育所 園 庭 開 放

11月15日（金）
10：00～11：30 吉田幼稚園 お た の し み 会

11月19日（火）
10：00～11：30 吉田保育所 園 庭 開 放

11月19日（火）
10：00～11：30 小原保育所 園 庭 開 放

11月21日（木）
 9：30～11：00 みどりの森保育所 園 庭 開 放

11月26日（火）
10：00～11：30 吉田保育所 園 庭 開 放

11月27日（水）
 9：30～11：30 入江保育園 園 庭 開 放

11月28日（木）
 9：30～11：30 向原こばと園 園 庭 開 放

11月28日（木）
10：00～11：30 みつや保育所 体 験 入 園

◆下記の保育園は、随時園庭開放を行っております。行事の
都合がありますので、保育園にお問い合わせください。
刈田保育園　　　　 ５２－２０９９
八千代南保育園　　 ５２－３０４８
可愛保育園　　　　 ４３－１７７６

9月29日（日）に行われた、かんきょうまつりinあきたかた
～2013～での一コマ（関連記事・22ページ）。
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青空のもと、フライングディスク！
第10回ひろしま障害者フライングディスク競技大会
　9月22日（日）、吉田サッカー公園に県内から
198名の選手が集まりました。この日は、樹脂製
のディスク（円盤）が的となる輪を何枚通過したかを
競う「アキュラシー」と、飛距離を競う「ディスタン
ス」の2種目が行われ、この大会が来年の全国大会
の予選を兼ねていることもあり、緊張と闘いながら
真剣に投げる選手の姿が印象的でした。
　大会運営には、今年も吉田高校の生徒さんをはじ
め、各団体から多くのボランティアの皆さんにご協
力をいただきました。

毛利元就の居城をきれいに保つ
郡山城史跡めぐりと清掃活動
　平成18年に日本百名城に選定された郡山城。県外
から毎年、多くの観光客が訪れている郡山城をきれい
に保つことは安芸高田市民の使命なのかもしません。
　10月12日(土)、郡山城の清掃活動に多くの方が参
加しました。郡山城の史跡を巡った後、本丸周辺など
の清掃を行った参加者のみなさん。清掃活動終了後は、
本丸でおにぎりを食べ、また、伝説の宝さがしなどの
ミニイベントを楽しみました。安芸高田市が全国に誇
る郡山城の景観を守りながら、その魅力にも触れたよ
うです。

高宮町の神楽団が一堂に集結
第四十一回神楽まつり　高宮神楽
　高宮町の神楽。精力的に舞われ、受け継がれ
てきた、その神楽には多くのファンがいます。
　10月12日(土)、高宮ハーモニー広場で高宮
町の6神楽団、特別上演の1神楽団を含める7
神楽団が、勇壮で優美な舞を披露し、お客さん
を楽しませました。深夜まで舞い続ける伝統の
まつり。夜の凍てつくような寒さも、舞台から
発せられる熱気と、お客さんの興奮で、薄れて
いくように感じられます。神楽を通して、神楽
団員もお客さんも、一体となった秋の夜でした。

いきいきと元気に生活していこう！
いきいき健康づくり講演会
　生活習慣病などにかかる人が増えている現代。どう
せなら、健康で元気よく、しかも長生きしたいと願う
のは、誰もが共通していることなのかもしません。
　9月29日(日)、クリスタルアージョに集まった方々
は、健康のためには何が必要かを考えたはずです。健
康運動士の古賀 奈津子さんによる講演、安芸高田市
地域振興事業団 健康運動スタッフによる「ころげん体
操」、さらに、安芸高田市管理栄養士と一緒に普段の
食生活を見直してみるなど、頭と身体を使って健康を
学びました。
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名前は聞いたことがあるけど、これがあの“神楽”なの？
ひろしま神楽の日2013開催
　10月６日（日）、広島駅南口エールエール地下広場
とシャレオ中央広場の２会場で、“神楽”まち起こし協
議会を構成する７市町より、７つの神楽団体が出演し、
ひろしま神楽の日2013が開催されました。広島市内
には、神楽を知らない方も多いことから、まずは一度、
見ていただこう。そして、魅力を知っていただき、各
地を訪れていただこうということで、開催されました。
　本市からは八千代神楽団が「滝夜叉姫」を上演し、迫
力のある上演に、ひときわ大きな拍手を受けていまし
た。

美土里町の神楽を心ゆくまで楽しむ
第38回美土里神楽発表大会
　古くから神楽と共にあった地域、美土里町。そ
こに暮らす人々の意識の中には、脈々と受け継が
れてきた神楽に対する思いがあるようです。
　9月28日(土)、神楽門前湯治村に美土里町の全
神楽団が集結。安芸高田市にとどまらず、今や、
広島県のお宝として認知されつつある神楽を鑑賞
しようと、市外からも多くのお客さんが訪れまし
た。みなさん、華麗で迫力ある舞に熱狂するとと
もに、神楽が根付いている町『美土里町』の魅力も
感じられたはずです。

楽しくエコしましょう!!
かんきょうまつりinあきたかた～2013～
　環境への影響が取りざたされる現代。一人ひとりがエコを実践する必要があります。
　9月29日(日)、甲田文化センターミューズで『かんきょうまつり』が行われました。「も
のは、使える限り大切に！」を合言葉に開かれたフリーマーケット。エコ体験コーナー
では発電に挑戦したり、環境アトラクション、エコブースではエコを学んだりと、エ
コを身近に感じました。環境啓発コンテストで募集したグリーンカーテン、エコ川柳
の優秀な作品の表彰も行われ、それは、とても素晴らしいものばかり。“たかたん”も、『た
かたん体操』を披露しながら環境保全の大切さを呼び掛けるなど、エコの取り組みを、
みんなで考える日となりました。
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【インフォメーション】

健康あれこれ
健康あきたかた21
イメージキャラクター

移動献血のお知らせ
 （400mL献血）

・ 　11月６日（水）

　　　　　（株）モルテン美土里

　　　　　９：45 ～ 11：00

　　　　　安芸高田市　高宮支所

　　　　　13：15 ～ 15：30

「こまめに歩こう会」を行います!! 保健医療課　 42-5633
　健康あきたかた21推進協議会運動部会では、「いつでも、どこでも、
誰でも、手軽にできる」ウォーキングを推進しています。その一環として、
2か月に1回、「こまめに歩こう会」を行っています。皆様もこの機会を
利用し、運動習慣を身につけていきませんか。お気軽にご参加ください。
●日　時　11月１３日（水）　集合：10：00　甲田文化センター　ミューズ前
●コース　３ｋm（ミューズ⇔唯称庵）　　　
●申込み不要・参加費無料
●持参物…動きやすい服装と靴・タオル・帽子・水分補給の出来るもの
※体調には十分留意し、無理のないようにご参加ください。
※天候が悪い時は、中止にする場合がありますので保健医療課へご確認ください。

安芸高田市　がん対策・男女共同参画講演会
 保健医療課　 42-5633
　11月９日（土）　開場 12：30　開演 13：30～15：00
　安芸高田市民文化センター　クリスタルアージョ大ホール
 【演　題】自分らしく生き生き輝いて
 【内　容】闘病生活の中で家族の支えの大切さを感じ、治療しながらも

輝きを持ち続けておられる生き方についてユーモアを交えて
明るく語られます。花子さんの話術に、泣いて、笑って、元
気が湧く講演です。

 【講　師】漫才師　宮川　花子　さん
 【入場料】無料
宮川花子さんプロフィール：
　1955年生まれ、大阪府出身。
　大阪府警の婦人警官を経て、漫才の“チャンバラ
トリオ”に弟子入り。1976年に結婚し、夫婦漫才“大
助・花子”でデビュー。今までに上方漫才大賞を２
度受賞。1988年花子は胃がんのため手術を行う。又、
大助も脳梗塞で倒れるなどのトラブルを乗り越え、
伝統のしゃべくり漫才で、吉本興業の寄席ではトリを務める人気コンビ。

断酒会

広島断酒会ふたば会　中田克宣

090-4802-1865

※詳しい内容はお問合せください。

　11月1日（金）18:30 ～ 22:30

　ふれあいプラザ向原

　11月11日（月）　

　　11月23日（土）13：30～15：30

　　11月29日（金）19：00～21：00

　吉田人権会館ハートプラザよしだ

食生活に関するご相談は、お気軽に保健医療課　栄養士にお問い合わせ下さい。（ ４２－５６３３）　　　　

安芸高田市食生活改善推進協議会
保健医療課　栄養士

ごはんを先に食べると、血糖値が一気に上がりやすくなります。それに対し野菜などの食物繊維を先に食べると、腸での
糖の吸収がゆっくりになり、血糖値の上昇も緩やかになります。このことを食生活に活かせばダイエットにも効果的な食事
ができますし、糖尿病など生活習慣病の予防にもなります。

もやしと油揚げのさっぱり炒め

（ひとり分　エネルギー：129kcal、塩分：0.4g）

～食べる順番はまず野菜から～

（作り方）

①フライパンにごま油を熱し油揚
　げを炒めたらもやしも入れてふた
　をする。
②全体に熱くなったらさっとかき混
　ぜる。
③食べる直前にポン酢しょうゆ
をかける。

（材料　2人分）

もやし …………1袋
ごま油 ……大さじ1
油揚げ（細切り） …1枚
ポン酢しょうゆ …適宜

安芸高田市食生活改善推進協議会
高 宮 支 部

今月は

スピード簡単
メニュー

バランスアップ!!

私
たちが紹介しま

す私
たちが紹介しま

す
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健
康

い
い

カ
ラ
ダ

◎
交
通
事
故
で
も
国
民
健
康
保
険

は
使
え
る
の
？

　

交
通
事
故
で
第
三
者
（
加
害
者
）

の
行
為
に
よ
っ
て
ケ
ガ
や
疾
病
に

な
っ
た
場
合
で
も
、
国
民
健
康
保
険

を
利
用
し
て
医
療
機
関
等
を
受
診
で

き
ま
す
が
、
必
ず
保
健
医
療
課
へ
届

出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
な
ぜ
届
出
が
必
要
な
の
？

　

第
三
者（
加
害
者
）の
行
為
に
よ
っ

て
生
じ
た
ケ
ガ
や
疾
病
の
医
療
費
は

本
来
第
三
者
が
負
担
す
る
義
務
が
あ

り
、
国
民
健
康
保
険
に
よ
っ
て
治
療

を
行
っ
た
場
合
は
、
そ
の
費
用
を
市

が
被
害
者
に
代
わ
り
第
三
者
に
損
害

賠
償
請
求
す
る
た
め
で
す
。

◎
届
出
に
つ
い
て

①
加
害
者
を
確
認

　

加
害
者
の
氏
名
・
住
所
な
ど
で
き

る
だ
け
詳
し
く
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

②
速
や
か
に
警
察
に
届
け
出
る

　
「
交
通
事
故
証
明
書
」
を
も
ら
い

ま
す
。

③
窓
口
に
届
け
出
る

　

必
要
書
類
を
ご
準
備
の
う
え
、
保

健
医
療
課
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

【
届
出
に
必
要
な
も
の
】

・
印
鑑
・
国
民
健
康
保
険
証
・
交
通

事
故
証
明
書
・
第
三
者
行
為
に
よ
る

傷
病
届
・
事
故
発
生
状
況
報
告
書

示
談
は
慎
重
に
！

　

届
け
出
る
前
に
、
加
害
者
側
と
示

談
し
て
交
通
事
故
な
ど
に
よ
る
医
療

費
を
受
け
取
る
と
、
あ
と
で
市
か
ら

加
害
者
へ
費
用
の
請
求
が
で
き
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

交
通
事
故
の
場
合
は
、
後
遺
症
な

ど
の
問
題
も
あ
り
ま
す
の
で
、
示
談

の
前
に
必
ず
保
健
医
療
課
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
交
通
事
故
に
よ
る
疾
病
の

疑
い
が
あ
る
場
合

は
、
お
問
い
合
わ
せ

を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

こ
れ
は
、
届
け
出

を
さ
れ
ず
交
通
事
故

の
治
療
を
受
け
て
い

る
方
に
、
届
け
出
を

お
願
い
す
る
も
の
で
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

交
通
事
故
と
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

保
健
医
療
課　

４
２

－

５
６
１
９

安芸高田市 県平均 県内順位

一　　般 30,073 26,070 3

退職本人 24,816 29,933 15

退職扶養 29,926 24,318 6

全被保険者 29,555 26,237 5

（※県内順位…県内23市町で1人当たり費用額が高い順）

平成25年7月診療分
一人当り医療費（単位円）

　

い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯
で
お
い
し
く
、
楽
し

く
食
事
を
と
る
た
め
に
は
お
口
の
中
の
健
康
を

保
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
、
80
歳
に

な
っ
て
も
自
分
の
歯
を
20
本
以
上
保
と
う
と
い
う

「
８は
ち

０ま
る

２に
い

０ま
る

運
動
」
が
あ
り
ま
す
。
6
月
9
日
に

開
催
さ
れ
た
「
健
康
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３
」
で
は
「
い
い
歯
の
表
彰
式
」
が

行
わ
れ
、「
８
０
２
０
表
彰
」
で
は
、
34
人
の
方
が
、
ま
た
、「
は
つ
ら
つ
家

族
表
彰
」
で
は
、
9
組
の
親
子
の
方
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
表
彰
を

受
け
ら
れ
た
方
々
は
、
日
頃
か
ら
「
丁
寧
に
歯
み
が
き
を
す
る
」「
好
き
嫌

い
せ
ず
何
で
も
食
べ
る
」「
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
」「
健
診
を
定
期
的
に
受
け

る
」
な
ど
、
こ
こ
ろ
が
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
健
康
あ
き
た
か
た
21
」
の
歯
の
健
康
づ
く
り
で
は
、「
む
し
歯
・
歯
周
病

を
予
防
し
、
い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯
で
お
い
し
く
食
べ
よ
う
！
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
歯
み
が
き
の
習
慣
や
歯
科
健
診
の
受
診
を
啓
発
し
て
い
ま
す
。

　

お
口
の
健
康
は
、
か
ら
だ
の
健
康
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

歯
や
歯
肉
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
習
慣
、『
８は

（
歯
）
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
』

を
こ
こ
ろ
が
け
、
お
口
の
健
康
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

8(歯)の健康チェック
□　１歯がしみたり、痛いと

ころがある
□　２歯肉が腫れたり、出血

するところがある
□　３口内炎ができている
□　４硬いものが噛みにくい
□　５口臭が気になる
□　６入れ歯が合わない・汚

れている
□　７舌の奥の方に汚れが付

いている
□　８口がよく渇く

11
月
8
日
は
「
い
い
歯
の
日
」

「
健
康
あ
き
た
か
た
21
」

〜
食
生
活
・
歯
の
健
康
部
会
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床
に
落
ち
た
ケ
ー
キ
を

 

食
べ
ま
す
か
？

　

前
回
の
コ
ラ
ム
で
「
場
違
い
」

と
い
う
言
葉
を
紹
介
し
ま
し
た
。

場
違
い
と
言
え
ば
、
一
般
的
に
は

そ
の
場
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
言
動

を
指
し
ま
す
。
異
文
化
へ
の
嫌
悪

感
も
似
た
仕
組
み
が
働
き
ま
す
。

私
が
授
業
で
示
す
例
の
ひ
と
つ
は

靴
で
す
。
授
業
を
し
て
い
る
自
分

を
指
し
て
学
生
に
「
私
を
気
持
ち

悪
い
と
思
う
人
は
い
ま
す
か
」
と

聞
き
ま
す
。
う
る
さ
い
先
生
な
の

で
嫌
っ
て
い
る
学
生
は
い
る
と
は

思
い
ま
す
が
、「
気
持
ち
悪
い
」

と
は
思
わ
な
い
よ
う
で
す
。
そ
こ

で
、
片
方
の
靴
を
脱
い
で
そ
の
靴

を
机
や
自
分
の
頭
に
乗
せ
よ
う
と

す
る
と
、多
く
の
学
生
が「
汚
い
」、

つ
ま
り
、
気
持
ち
悪
い
と
感
じ
ま

す
。

　

土
な
ど
が
付
い
て
い
る
靴
を
机

や
頭
に
置
く
の
で
す
か
ら
、
そ
れ

は
当
然
だ
ろ
う
と
思
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
で
は
ケ
ー
キ
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
先
ほ
ど
ま
で
皿
の
上

に
あ
り
、
食
べ
て
い
た
ケ
ー
キ
が

床
や
服
に
つ
く
と
「
汚
い
」
と
思

い
、
食
べ
て
は
い
け
な
い
も
の
に

な
り
ま
す
。
床
な
ど
に
つ
い
た
部

分
だ
け
取
り
除
き
、「
食
べ
て
も

衛
生
的
に
は
良
い
の
で
は
」
と
思

い
ま
す
が
、
あ
ま
り
そ
う
す
る
人

は
見
か
け
ま
せ
ん
。
キ
ャ
ン
プ
の

時
に
土
に
落
ち
た
白
い
ご
飯
も
同

じ
で
す
ね
。
つ
ま
り
、
衛
生
の
問

題
で
は
な
い
の
で
す
。
ケ
ー
キ
は

皿
の
上
に
、
靴
は
足
の
と
こ
ろ
に

あ
る
べ
き
も
の
な
の
で
す
。
あ
る

べ
き
と
こ
ろ
に
な
い
と
人
は
そ
れ

に
単
に
汚
い
以
上
の
嫌
悪
を
感
じ

る
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
あ
り
方
を
ア
メ
リ

カ
の
人
類
学
者
メ
ア
リ
ー
・
ダ
グ

ラ
ス
は
「out of place

（
場
違

い
）」
と
言
い
ま
し
た
。
場
所
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が

食
べ
物
で
は
な
い
と
考
え
る
も
の

（
例
え
ば
、
ネ
ズ
ミ
）
を
食
べ
る

の
を
見
る
と
、「
気
持
ち
悪
い
」

と
思
う
の
も
一
緒
で
す
。
食
べ
物

と
非
食
べ
物
の
区
別
（
ル
ー
ル
）

の
違
反
な
の
で
す
。
そ
の
ル
ー
ル

に
絶
対
的
正
し
い
理
由
が
な
く
て

も
、
区
別
を
乱
す
こ
と
は
「
気
持

ち
悪
い
」
対
象
な
の
で
す
。

 

（
文
：
県
立
広
島
大
学

 

上
水
流 

久
彦 

講
師

イ
ラ
ス
ト
：

ロ
ナ
ル
ド
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト 

准
教
授
）

違う文化から違う文化から
　日本を考える　日本を考える

人権多文化共生推進室
 ☎４２－５６３０
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秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す

　

11
月
９
日（
土
）か
ら
11
月
15
日（
金
）

ま
で
で
全
国
一
斉
に
火
災
予
防
運
動
が

行
わ
れ
ま
す
。

　

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、
火
災
の
発
生

し
や
す
い
時
季
と
な
り
ま
す
の
で
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
防
火

命
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

■
３
つ
の
習
慣

・
寝
タ
バ
コ
は
、
絶
対
に
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

■
４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た

め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る

11
月
９
日
は
１
１
９
番
の
日

　

今
で
は
、
緊
急
電
話
の
代
名
詞
と

な
っ
て
い
る
「
１
１
９
番
」
で
す
が
、

そ
れ
ま
で
は
「
１
１
２
番
」
が
緊
急
電

話
番
号
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

当
時
、
数
字
の
並
び
か
ら
誤
接
続
が

多
発
し
た
た
め
、
昭
和
２
年
10
月
１
日

「
１
１
９
番
」
を
緊
急
電
話
番
号
と
し

て
指
定
し
、
昭
和
62
年
か
ら
は
、
全
国

一
斉
に
毎
年
11
月
９
日
を
「
１
１
９
番

の
日
」
と
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
機
会
に
消
防
の
仕
事
や
１
１
９
番

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

１
１
９
番
通
報
に
つ
い
て

　

火
災
や
急
病
・
け
が

な
ど
が
目
の
前
で
発
生

し
た
場
合
は
、
誰
で
も

気
が
動
転
し
て
し
ま
い

ま
す
。　
　

　

落
ち
着
い
て
１
１
９

番
通
報
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

　

特
に
携
帯
電
話
か
ら

の
通
報
で
は
、
通
り
が

か
り
の
た
め
地
名
が
分

か
ら
な
い
場
合
や
、
電

波
状
態
の
悪
さ
か
ら
回

線
が
切
断
さ
れ
て
し
ま
い
、
災
害
現
場

の
特
定
に
時
間
が
掛
か
る
場
合
が
あ
る

の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

通
報
す
る
場
合
は
、
地
名
や
付
近
の

目
標
と
な
る
建
物
等
の
確
認
を
行
い
ま

し
ょ
う
。
目
標
と
な
る
も
の
が
無
い
場

合
は
、
地
名
の
分
か
る
方
に
電
話
を
代

わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
な
ど
も
必
要
で

す
。
ま
た
、
電
波
状
態
が
悪
い
場
合
は

住
宅
に
備
え
付
け
の
電
話
か
ら
通
報
し

て
く
だ
さ
い
。

火 災

救 急

救 助

そ の 他

0件
（27件）

92件
（1,052件）

0件
（10件）

2件
（26件）

９月

消 防 署 通 報 者
① 火事ですか、
救急ですか。

火事（救急）です。

② 場所はどこですか。 地名、付近の目標物
を伝える。

③ 何が燃えていますか。
※どうされましたか。

○○が燃えています。
※誰が（何が）どう
したのか伝える。

④ あなたのお名前と
今、お掛けの電話番
号をお願いします。
（通報後に問合せをす
る場合があります。）

○○です。
電話番号は
０８２６－○○－
○○○○です。

落ち着いて
１１９番通報してください
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敬 称 略

敬 称 略
※このおよろこびとおくやみは掲載を承認さ
れた方のみ掲載しています。市外で届けら
れた方で名前の掲載を希望される方は、政
策企画課☎42-5612までご連絡ください。

横 溝 　 泰
ゆたか

益 田 結
ゆ

愛
い

奈
な

十 川 晴
はる

斗
と

西 名 花
か

穂
ほ

日 野 結
ゆ

月
づき

山 口 魁
かい

斗
と

村田 カナヱ
小田 三 子
佐古 ヨシヱ
藤岡 サカヱ

谷 口 博 征

竹丸 ツキヱ

野 神 信 男
幸 部 吾 郎
中村 チヱミ

小田 スギヱ
石井 ユワノ
吉 岡 幸 夫
黒田 ウメ子
丸 山 勳 三

品川 ミツコ

今 井 清 人
吉 野 靜 雄
政 岡 省 造
今 井 末 人
増 川 一 二
上 野 年 秋
佐々木 豊子

松田 イツエ
中村 ハツミ

澁 川 遠 吉

鳥 越 元
もと

晴
はる

坂 本 辰
たつ

也
や

川 上 瀧
た

貴
き

鉄 本 結
ゆ

南
な

水 野 晴
はる

翔
と

中 山 永
えい

大
た

前 田 圭
けい

汰
た

大 神 乃
の

愛
あ

岡 崎 秋
あ

香
か

里
り

佐 々 木 汰
たい

晟
せい

光 川 啓
けい

太
た

沖 田 芽
め

衣
い

坂 本 昇
しょう

太
た

朗
ろう

岡 田 紗
さ 　 ら

來
酒 井 亜

あ

子
こ

吉 田 町

（男）

（女）

（男）

（女）

（女）

（男）

（男）

（男）

（男）

（女）

（男）

（男）

（男）

（女）

（女）

（男）

（男）

（女）

（男）

（女）

（女）

八千代町

美土里町

甲 田 町

向 原 町

吉 田 町
（ 吉 田 ）
（ 吉 田 ）
（多治比）
（ 西 浦 ）
八千代町
（ 上 根 ）
美土里町
（ 北 ）

（ 生 田 ）
（ 横 田 ）
（ 本 郷 ）
高 宮 町
（来女木）
（来女木）
（ 船 木 ）
（ 船 木 ）
（ 原 田 ）

（ 川 根 ）
甲 田 町
（高田原）
（高田原）
（高田原）
（上甲立）
（上甲立）
（下小原）
（下小原）

（下甲立）
（上小原）
向 原 町
（ 坂 ）

93
93
77
86

62

90

90
84
90

92
86
93
95
73

90

77
89
64
87
86
86
73

91
97

79

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳
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